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小
野
賴
年　

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
地
域
公
共

交
通
運
行
継
続
補
助
金

と
は
。

田
代
総
務
課
長

く
ま
川
鉄
道
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
受
け
た
経

営
の
赤
字
分
を
10
市
町

村
で
５
０
０
万
円
の
補

償
を
行
っ
た
。本
村
の
負

担
分
と
し
て
７
万
５
千

円
支
出
し
た
。

那
須
良
策　

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
、
昨
年

の
状
況
は
。

田
代
総
務
課
長

個
人
と
企
業
版
合
わ
せ

て
５
，
７
０
０
万
円
の

収
入
で
前
年
度
と
比
べ

て
３
・
27
倍
で
あ
る
。

荒
嶽
晋　

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
、
地
元
の
農
産
物

等
の
提
供
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

江
崎
参
事

地
域
産
物
の
開
発
商
品

や
加
工
品
に
加
え
、
地

元
農
産
物
等
も
返
礼
品

と
し
て
追
加
し
て
い
き

た
い
。

富
山
憲
治　

議
員

水
上
村
で
Ｒ
Ｋ
Ｋ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
支
払
う
委

託
料
、
保
守
点
検
料
は

高
す
ぎ
な
い
か
。

田
代
総
務
課
長

令
和
元
年
度
は
３
，
０

０
０
万
円
ほ
ど
、
令
和

２
年
度
は
２
，
３
０
０

万
円
程
度
で
５
年
間
の

契
約
を
更
新
し
た
関
係

で
経
費
が
か
な
り
下
が

っ
て
い
る
。

那
須
良
策　

議
員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
個

別
に
接
種
す
る
場
合

は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。

廣
末
保
健
師

現
在
、
希
望
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
申
し
込

み
が
あ
っ
た
方
の
日
程

を
調
整
し
、
古
城
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
園
田
医
院
の

２
か
所
で
接
種
し
て
い

た
だ
く
。

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
９
日
か
ら
13
日
の
日
程
で

開
催
さ
れ
、
人
事
案
件
１
件
、
令
和
３
年
度
各
会
計
補
正
予

算
９
件
、
令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
９
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
住
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
書

を
除
き
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

定 例 会
月９

総
務
課
関
係

保
健
福
祉
課
関
係

疑　  点を
　　　    いただすー主な質疑ー

決
算
審
議

た
だ

水上村役場

水上村特産品



   no.598

来
年
度
か
ら
不
妊
治

療
が
保
険
適
用
に
な

っ
た
場
合
、
補
助
は

ど
う
な
る
の
か
。

廣
末
保
健
師

自
己
負
担
分
を
補
助

金
と
し
て
助
成
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

小
規
模
災
害
見
舞
金

は
、
ど
う
い
う
と
き

に
出
る
の
か
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

家
屋
が
浸
水
や
半
壊

な
ど
状
況
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
る
。
昨
年

は
、
湯
山
地
区
で
お

き
た
火
災
で
支
出
し

て
い
る
。

杉
野
久
志　

議
員

持
ち
手
付
き
ゴ
ミ
袋

の
件
は
、
協
議
が
進

ん
で
い
る
の
か
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

業
者
と
協
議
し
、
見

積
も
り
を
取
っ
て
変

更
す
る
計
画
を
し
て

い
る
。

富
山
憲
治　

議
員

公
立
多
良
木
病
院
に
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
入
院

病
棟
は
設
置
さ
れ
て

い
る
の
か
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

病
床
の
確
保
は
し
て

あ
る
と
聞
き
及
ん
で

い
る
。

荒
嶽
晋　

議
員

国
が
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
推
進

す
る
指
針
を
出
し
た

場
合
、
村
と
し
て
の

考
え
は
。

廣
末
保
健
師

国
の
動
き
を
見
な
が

ら
、
対
象
者
の
方
に

は
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
。

荒
嶽
晋　

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
村
民
の
取
得
率

と
利
用
の
仕
方
は
。

戸
澤
主
事

令
和
３
年
８
月
末
現

在
で
、
43
・
１
％
の

方
が
取
得
し
て
い

る
。
保
険
証
や
運
転

免
許
証
な
ど
と
連
携

す
る
と
想
定
さ
れ

る
。

富
山
憲
治　

議
員

税
の
納
期
内
納
入
報

奨
金
の
廃
止
は
考
え

て
い
な
い
か
。

中
嶽
村
長

球
磨
郡
内
で
は
本
村

だ
け
行
っ
て
い
る
。

区
長
会
で
意
見
を
聴

き
な
が
ら
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

山
崎
隆
浩　

議
員

観
光
客
を
は
じ
め
仕

事
や
合
宿
関
係
に
対

す
る
宿
泊
者
数
の
分

析
は
可
能
か
。

福
山
主
事

観
光
統
計
の
調
査
を

依
頼
す
る
各
旅
館
、

民
宿
に
問
い
合
わ

せ
、
確
認
を
取
り
な

が
ら
今
後
進
め
て
い

き
た
い
。

尾
前
武
志　

議
員

桜
の
木
が
ベ
ッ
コ
ウ

タ
ケ
の
影
響
で
腐
食

し
て
倒
れ
た
り
す
れ

ば
、
人
命
に
も
関

わ
る
と
思
う
が
管
理

は
ど
う
さ
れ
て
い
る

か
。

税
務
住
民
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係
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川
俣
産
業
振
興
課
長

樹
木
医
な
ど
の
意
見

を
聴
き
な
が
ら
作

業
を
進
め
て
い
き
た

い
。

杉
野
久
志　

議
員

足
場
の
悪
い
ダ
ム
周

辺
の
桜
の
下
払
い

は
、
高
齢
者
や
不
慣

れ
な
方
に
は
危
険
と

思
う
が
、
今
後
も
続

け
て
い
く
の
か
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

村
長
と
区
長
会
で
協

議
し
て
い
き
た
い
。

米
本
宗
徳　

議
員

公
園
管
理
費
用
で
、

報
酬
と
公
園
管
理
委

託
料
の
違
い
は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

会
計
年
度
任
用
職
員

で
下
刈
り
を
し
て

も
ら
っ
た
と
き
が
報

酬
、
公
園
施
設
を
全

体
的
に
下
刈
り
す
る

よ
う
な
箇
所
に
つ
い

て
は
委
託
。

米
良
哲　

議
員

一
般
住
宅
管
理
費
の

不
動
産
鑑
定
評
価
業

務
委
託
料
で
、
払
い

下
げ
申
請
に
伴
う
と

の
説
明
だ
が
申
請
の

数
と
住
宅
の
地
区

は
。

甲
斐
建
設
課
長

今
回
、
６
団
地
９
戸

の
鑑
定
を
し
た
が
希

望
が
あ
る
か
再
度
確

認
す
る
。

荒
嶽
晋　

議
員

地
下
水
源
調
査
の
状

況
は
。

甲
斐
建
設
課
長

岩
野
地
区
は
、
２
か
所

の
調
査
を
行
い
デ
ー

タ
の
解
析
中
。
湯
山

地
区
は
、
３
か
所
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

杉
野
久
志　

議
員

住
宅
を
退
去
さ
れ
た

後
、
畳
の
表
替
え
や

ふ
す
ま
の
張
替
え
等

さ
れ
る
と
思
う
が
、

次
の
方
が
入
居
さ
れ

る
ま
で
数
か
月
あ
い

た
場
合
の
管
理
は
。

甲
斐
建
設
課
長

担
当
職
員
が
定
期
的

に
管
理
し
て
い
る
。

小
野
賴
年　

議
員

災
害
関
係
の
発
注
に

つ
い
て
、
小
規
模
の

業
者
が
請
け
負
わ

れ
て
い
る
が
事
故
が

あ
っ
た
場
合
に
備
え
、

発
注
者
側
か
ら
保
険

に
加
入
す
る
な
ど
の

対
応
が
必
要
で
は
。

甲
斐
建
設
課
長

修
繕
対
応
で
、
総
合

建
設
業
や
法
人
組
織

で
は
な
い
業
者
に
関

し
て
は
考
え
て
い
き

た
い
。

小
野
賴
年　

議
員

第
４
回
マ
ウ
ン
テ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
の
委
託
料

２
７
０
万
円
は
妥
当

か
。

堤
田
教
育
課
長

他
の
大
会
と
比
べ
再

度
検
討
し
た
い
と
思

う
。

米
本
宗
徳　

議
員

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

でW
i-Fi

ル
ー
タ
ー

を
貸
し
出
し
て
い

る
が
、
家
で
は
使
用

で
き
な
い
家
庭
が
あ

る
と
聞
い
た
が
対
策

は
。

那
須
緑
参
事

昨
年
は
33
台
貸
し
出

し
て
い
る
が
、
２
件

が
入
り
に
く
い
と
聞

い
て
い
る
。
携
帯
電

話
の
テ
ザ
リ
ン
グ
を

使
い
接
続
す
る
方
法

が
あ
る
の
で
保
護
者

に
説
明
を
し
た
い
と

思
う
。

建
設
課
関
係

教
育
課
関
係
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荒
嶽
晋　

議
員

熱
中
症
対
策
で
岩
野

小
の
プ
ー
ル
に
は
日

よ
け
の
対
策
が
あ
る

が
、
湯
山
小
に
も
寒

冷
紗
等
の
対
策
は
で

き
な
い
か
。

西
野
教
育
長

プ
ー
ル
の
形
状
か
ら

し
て
ポ
ー
ル
を
立
て

る
す
べ
が
見
つ
か
ら

ず
断
念
し
て
い
る
。

安
全
性
も
重
要
な
の

で
継
続
し
て
検
討
す

る
。

条例、意見書などの審議結果（補正予算と決算認定を除く）
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

請願第1号 役場職員のハラスメントに関する調
査特別委員会設置の請願書について

役場職員のハラスメントに関する調査
特別委員会の設置

不採択
（賛成少数）

議案第１号 水上村教育委員会委員の選任同意に
ついて

尾
お ま え

前 和
かずあき

明 氏（本野）の選任に同意（任
期は令和3年 10月 21日～令和 7年
10月 20日）

同　意
（全員賛成）

議案第２号 水上村過疎地域持続的発展計画の策
定について

新過疎法の施行に伴い新たに「水上村
過疎地域持続的発展計画」を策定

可　決
（全員賛成）

議案第３号 工事請負変更契約の締結について 村道崩尾線道路災害復旧工事に係る請
負変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

陳情第１号
コロナ禍による厳しい財政状況に対
処し地方税財源の充実を求める意見
書について

左の内容に対し、各省庁の大臣等、国
の関係機関に議会から意見書を提出

採　択
（全員賛成）

議員派遣の件 可　決
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は 12月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで
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令和２年度　水上村会計別決算総括表
（単位：円）

会　計　別 区　　分 予　算　現　額 決　　算　　額 予算現額に対する決算額比較増減
額（繰越明許費を含む）

予算現額に対する
決算額の比率 （％）

一 般 会 計

歳　　　入 5,118,370,000 4,684,945,803 △ 433,424,197 91.53%

歳　　　出 5,118,370,000 3,857,048,678 △ 1,261,321,322 75.36%

歳入歳出差引残額 827,897,125

国民健康保険特別
会計（事業勘定）

歳　　　入 324,330,000 330,852,839 6,522,839 102.01%

歳　　　出 324,330,000 295,822,802 △ 28,507,198 91.21%

歳入歳出差引残額 35,030,037

国民健康保険特別
会計（直診勘定）

歳　　　入 10,700,000 11,204,011 504,011 104.71%

歳　　　出 10,700,000 10,615,060 △ 84,940 99.21%

歳入歳出差引残額 588,951

介護保険特別会計

歳　　　入 395,919,000 392,004,039 △ 3,914,961 99.01%

歳　　　出 395,919,000 363,256,416 △ 32,662,584 91.75%

歳入歳出差引残額 28,747,623

後期高齢者医療
特 別 会 計

歳　　　入 34,109,000 34,070,936 △ 38,064 99.89%

歳　　　出 34,109,000 33,161,809 △ 947,191 97.22%

歳入歳出差引残額 909,127

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　　　入 82,320,000 87,199,995 4,879,995 105.93%

歳　　　出 82,320,000 59,245,734 △ 23,074,266 71.97%

歳入歳出差引残額 27,954,261

農業集落排水事業
特 別 会 計

歳　　　入 91,149,000 66,480,377 △ 24,668,623 72.94%

歳　　　出 91,149,000 61,043,113 △ 30,105,887 66.97%

歳入歳出差引残額 5,437,264

林業集落排水事業
特 別 会 計

歳　　　入 8,056,000 8,165,270 109,270 101.36%

歳　　　出 8,056,000 6,431,403 △ 1,624,597 79.83%

歳入歳出差引残額 1,733,867

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　　　入 37,374,000 37,590,983 216,983 100.58%

歳　　　出 37,374,000 36,226,013 △ 1,147,987 96.93%

歳入歳出差引残額 1,364,970

総　合　計

歳　　　入 6,102,327,000 5,652,514,253 △ 449,812,747 92.63%

歳　　　出 6,102,327,000 4,722,851,028 △ 1,379,475,972 77.39%

歳入歳出差引残額 929,663,225
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村税
211,086,787円

4.51％

村税
211,086,787円

4.51％
村債

394,193,000円
8.41％

村債
394,193,000円

8.41％繰越金
362,379,439円

7.73％

繰越金
362,379,439円

7.73％

繰入金
358,363,999円

7.65％

繰入金
358,363,999円

7.65％

諸収入
75,481,400円
1.61％

諸収入
75,481,400円
1.61％

国庫支出金
874,869,130円

18.67％

国庫支出金
874,869,130円

18.67％

総務費
869,856,012円

22.55％

総務費
869,856,012円

22.55％

民生費
607,799,979円

15.76％

民生費
607,799,979円

15.76％

農林水産費
353,259,638円

9.16％

農林水産費
353,259,638円

9.16％

土木費
334,193,717円

8.66％

土木費
334,193,717円

8.66％

教育費
455,204,782円

11.80％

教育費
455,204,782円

11.80％

公債費
399,514,900円

10.36％

公債費
399,514,900円

10.36％

県支出金
156,393,292円
3.34％

県支出金
156,393,292円
3.34％

地方交付税
1,997,519,000円

42.64％

地方交付税
1,997,519,000円

42.64％

地方譲与税
75,243,000円　1.61％
地方譲与税
75,243,000円　1.61％
利子割交付金
81,000円　0.00％
利子割交付金
81,000円　0.00％
配当割交付金
352,000円　0.01％
配当割交付金
352,000円　0.01％
株式譲渡金
345,000円　0.01％
株式譲渡金
345,000円　0.01％

地方消費税交付金
45,774,000円　0.98％
地方消費税交付金
45,774,000円　0.98％
環境性能割交付金
2,624,000円　0.06％
環境性能割交付金
2,624,000円　0.06％
地方特例交付金
1,686,000円　0.04％
地方特例交付金
1,686,000円　0.04％

議会費
55,914,915円　1.45％
議会費
55,914,915円　1.45％

衛生費
138,301,338円　3.59％
衛生費
138,301,338円　3.59％

商工費
159,482,868円
4.13％

商工費
159,482,868円
4.13％

消防費
96,610,515円
2.50％

消防費
96,610,515円
2.50％

災害復旧費
386,910,014円

10.03％

災害復旧費
386,910,014円

10.03％

分担金及び負担金
12,177,694円　0.26％
分担金及び負担金
12,177,694円　0.26％

使用料及び手数料
30,776,105円　0.66％
使用料及び手数料
30,776,105円　0.66％

財産収入
26,958,210円
0.58％

財産収入
26,958,210円
0.58％

寄附金
58,362,747円
1.25％

寄附金
58,362,747円
1.25％

法人事業税交付金
280,000円　0.01％
法人事業税交付金
280,000円　0.01％

歳  出
3,857,048,678 円

歳  入
4,684,945,803 円

令和２年度歳入歳出表  一般会計
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一般会計補正予算　4,400 万円 追加
　歳入歳出予算の総額に 4,400 万円を追加し、総額を 48 億 7,800 万円とするもの。
　主に村有林整備事業委託 700 万円、社会保障・税番号制度対応システム改修委託 316 万
8,000 円、産地生産基盤パワーアップ事業補助金 360 万 2,000 円、令和２年と令和３年の林
道施設や公共土木施設の災害復旧費 2,040 万円などの事業が追加計上された。

令和３年度水上村
一般会計補正予算（第３号）

国民健康保険特別会計（事業勘定）
　歳入歳出予算の総額に 223万 1,000
円を追加し、総額を３億 3,804 万 6,000 円
とするもの。

令和３年度水上村国民健康保険特別
会計（事業勘定）補正予算（第２号）

国民健康保険特別会計（直診勘定）
　歳入歳出予算の総額に 58 万 9,000
円を追加し、総額を 978 万 9,000 円とす
るもの。

令和３年度水上村国民健康保険特別
会計（直診勘定）補正予算（第１号）

荒
嶽
晋　

議
員

本
野
地
区
の
産
地
生
産
基
盤

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金

は
、
今
後
も
県
補
助
を
含
め

８
割
補
助
の
予
定
か
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
の
形

で
取
り
組
み
、
８
割
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
い
る
。

商
工
振
興
対
策
費
の
営
業
短

縮
の
協
力
金
は
、
ま
ん
延
防

止
対
策
の
延
長
が
発
表
さ
れ

た
場
合
、
改
め
て
補
正
す
る

の
か
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

そ
の
都
度
補
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

米
本
宗
徳　

議
員

ド
ロ
ー
ン
に
関
し
て
上
球
磨

森
林
組
合
で
研
修
会
が
あ
り
、

資
格
は
要
ら
な
い
と
聞
い
た

が
違
い
が
あ
る
の
か
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

資
格
免
許
は
な
い
が
、
メ
ー

カ
ー
に
よ
っ
て
は
運
転
技
術

を
取
得
す
る
た
め
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
養
成
が
あ
る
。

米
良
哲　

議
員

職
員
の
定
年
延
長
に
伴
う
例

規
整
備
支
援
委
託
料
と
は
。

田
代
総
務
課
長

公
務
員
の
定
年
延
長
に
伴
い
、

必
要
な
改
正
条
例
の
洗
い
出

し
に
要
す
る
経
費
。

那
須
良
策　

議
員

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確

保
の
補
助
金
と
は
。

甲
斐
建
設
課
長

通
学
路
ま
た
は
避
難
路
に
面

す
る
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
と
立
て
直
し
に
対
す
る
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
。

ー
主
な
質
疑
ー

－特別会計補正予算－
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介護保険特別会計
　歳入歳出予算の総額に807万円を追加
し、総額を３億9,377万円とするもの。

令和３年度水上村介護保険特別
会計補正予算（第１号）

簡易水道事業特別会計
歳入歳出予算の総額に160万2,000円

を追加し、総額を9,280万7,000円とするもの。

令和３年度水上村簡易水道事業
特別会計補正予算（第２号）

林業集落排水事業特別会計
歳入歳出予算の総額に173万3,000

円を追加し、総額を843万3,000円とするもの。

令和３年度水上村林業集落排水
事業特別会計補正予算（第１号）

後期高齢者医療特別会計
　歳入歳出予算の総額に５万8,000円
を追加し、総額を3,521万8,000円とするもの。

令和３年度水上村後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１号）

農業集落排水事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に538万7,000円
を追加し、総額を6,678万7,000円とするもの。

令和３年度水上村農業集落排水
事業特別会計補正予算（第１号）

下水道事業特別会計
歳入歳出予算の総額に136万4,000円

を追加し、総額を3,996万4,000円とするもの。

令和３年度水上村下水道事業特
別会計補正予算（第１号）

いずれも審議の結果、原案のとおり可決した。

臨 時 会回第 ３

臨 時 会回第 ４

７月16日開催
○条例などの審査
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 水上村教育長の選任同意について
西
に し の

野 健
たけし

　氏の選任に同意（任期は
令和３年８月１日～令和６年７月
31日）

同　意
（全員賛成）

議案第２号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変
更について

熊本県市町村総合事務組合規約中、
「くまもと県北病院機構設立組合」
を「玉名市玉東町病院設立組合」に
変更

可　決
（全員賛成）

議案第３号 工事請負契約の締結について 村道古屋敷柳平線道路災害復旧工事
（関連）に係る請負契約を締結

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）

８月 17日開催
○令和３年度水上村一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算の総額に 1,700 万円を追加し、総額を 48 億 3,400 万円とするもの。
　主に落雷による湯山小学校設備修繕 512 万 5,000 円、村道白蔵線道路災害復旧工
事 1,000 万円などの事業が追加計上された。
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村の現状！今後の見通しは !!

住
民
が
求
め
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
は
。

田
代
総
務
課
長

　

各
種
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
地
域

の
防
災
や
防
犯
、
環
境
美
化
、
そ
れ

か
ら
地
域
の
見
守
り
な
ど
様
々
な
活

動
を
支
え
る
こ
と
が
住
民
の
皆
さ
ん

が
求
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
な
い

か
と
思
う
。

人
口
減
少
に
伴
い
集
落
の
存
在

自
体
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
、

限
界
集
落
に
値
す
る
行
政
区
は
あ
る

か
。

田
代
総
務
課
長

　

限
界
集
落
は
、
人
口
の
50
％
以
上
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
た
集
落
と

い
う
定
義
が
あ
る
。
18
行
政
区
の
う
ち

８
行
政
区
が
そ
れ
に
あ
た
る
。し
か
し
、

直
ち
に
こ
れ
が
限
界
集
落
と
な
る
も
の

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

分
館
活
動
協
力
員
制
度
が
あ
る

が
、
役
割
と
実
績
は
。

田
代
総
務
課
長

　

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
意

見
や
要
望
等
の
集
約
に
努
め
る
こ
と
。

活
動
実
績
に
つ
い
て
は
、
回
覧
や
総
会

資
料
の
作
成
、村
か
ら
の
情
報
の
提
供
、

ま
た
祭
り
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
分
館

活
動
協
力
員
も
い
る
。

村
長
が
望
む
分
館
活
動
協
力
員

の
活
動
は
。

中
嶽
村
長

　

分
館
と
役
場
と
の
距
離
を
近
く
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
の
空
気
を
感

じ
取
り
村
の
ほ
う
に
届
け
て
い
た
だ
き

要
望
を
具
現
化
し
て
い
く
。

Q. 地域コミュニティが弱体化
　 しないための取組みは
A. 分館活動協力員の
　 活動が重要

答

答答

問問問

問

答

尾前　武志 議員

人口集計表および高齢化率
行政区 人口 高齢化率 行政区 人口 高齢化率 行政区 人口 高齢化率
幸　野 133 35.3％ 馬　場 113 54.0％ 戸屋野 13 84.6％
高　瀬 103 32.0％ 北　目 142 47.2％ 古　川 38 84.2％
覚　井 140 39.3％ 覚　井 165 35.2％ 古屋敷 108 65.7％
上　楠 250 42.0％ 神　揚 121 53.7％ 川　口 27 63.0％
宮　田 228 29.4％ 髙　澄 48 62.5％ 江代計 186 70.7％
里　坊 136 25.0％ 舟　石 50 56.0％
川　内 162 47.5％ 本　野 117 41.0％
岩野計 1,152 35.8％ 湯山計 756 49.9％ 合　計 2,094 43.3％
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ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
の
概
要

と
契
約
件
数
、
ま
た
接
続
可
能

エ
リ
ア
は
。

田
代
総
務
課
長

　

平
成
20
年
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷

設
を
始
め
、
現
在
２
３
８
世
帯
の
加
入

が
あ
り
加
入
率
は
27
・
５
％
、
ま
た
民

家
が
点
在
す
る
エ
リ
ア
は
ほ
と
ん
ど
カ

バ
ー
し
て
い
る
。

水
上
村
４
，
７
３
０
円
、
湯
前

町
３
，
５
０
０
円
、
五
木
村
２
，

５
０
０
円
の
利
用
料
と
な
っ
て
い
る

が
、
見
直
し
の
検
討
は
。

田
代
総
務
課
長

　

開
始
当
初
は
６
，
３
０
０
円
、
現
在

４
，
７
３
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
人
吉

球
磨
管
内
で
は
公
設
民
営
が
３
市
町

村
、
６
町
村
は
公
設
公
営
の
た
め
利
用

料
も
低
い
と
こ
ろ
は
あ
る
。
今
後
、
総

務
省
の
指
針
に
基
づ
い
て
他
の
自
治
体

が
公
設
民
営
に
切
り
替
え
た
場
合
、
同

じ
通
信
事
業
者
に
加
入
す
る
と
考
え
ら

れ
加
入
数
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
お
の

ず
と
料
金
が
下
が
っ
て
く
る
と
見
込
ん

で
い
る
。光

フ
ァ
イ
バ
ー
増
強
工
事
も
終

わ
り
、
接
続
可
能
エ
リ
ア
や
利

用
料
金
等
含
め
加
入
促
進
に
向
け
て

周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る

が
、
今
後
の
展
開
は
。

田
代
総
務
課
長

　

Ｉ
Ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
最
新
の

情
報
や
通
信
技
術
を
農
林
業
に
応
用
で

き
る
技
術
導
入
の
た
め
の
実
証
実
験
、

独
自
の
河
川
監
視
カ
メ
ラ
や
防
犯
カ
メ

ラ
の
増
設
。
ま
た
、
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
の

遠
隔
事
業
に
よ

る
加
入
も
増
え

て
い
る
こ
と
か

ら
加
入
促
進
に

努
め
て
い
く
。

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
よ
り

「bousai

」
と
し
て
発
信
さ
れ

て
い
るW

i-Fi

電
波
は
、
ロ
ー
マ
字
の

ID

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、
不
慣
れ
な
方
に
は
使
用
し

づ
ら
い
と
思
う
が
、
誰
で
も
簡
単
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
で
き
な
い
か
。

田
代
総
務
課
長

　

避
難
所
のW

i-Fi

は
規
約
に
同
意

す
る
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
接
続
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
な
の
で
、
そ
の
よ
う

に
切
り
替
え
る
こ
と
は
可
能
と
考
え

て
い
る
。

bousaiW
i-Fi

（
水
上
村
防
災

W
EB

）
は
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
既
に
設
備
は
構
築
さ
れ
て
お

り
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後

の
計
画
は
。

田
代
総
務
課
長

　

緊
急
情
報
・
特
別
情
報
・
村
か
ら
の

お
知
ら
せ
な
ど
を
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
左

上
の
「
水
上
村
防
災W

EB

」
か
ら
確

認
で
き
る
が
、
今
後
は
ト
ッ
プ
画
面
の

上
部
で
も
一
目
で
確
認
で
き
る
よ
う
業

者
と
相
談
す
る
。

Q. 水上村防災ＷＥＢの活用は

Q.
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
料
の
見
直
し
は

A. ホームページのトップ画面に

A.
他
の
自
治
体
が
公
設
民
営
に

             

移
行
す
れ
ば
下
が
っ
て
く
る

答 問

問

問

問

答

答答 問

山崎　隆浩 議員

答
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３
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
水
上

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
で
緊

急
事
態
宣
言
発
令
中
の
地
域
か
ら
の

参
加
は
あ
っ
た
の
か
。
又
、
大
会
委

託
業
者
の
感
染
対
策
は
徹
底
さ
れ
て

い
た
か
。堤

田
教
育
課
長

　

そ
う
い
っ
た
地
域
か
ら
の
参
加
は

あ
っ
た
。
熊
本
県
の
危
機
管
理
課
へ

の
確
認
、
競
技
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
、
県
の
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
制
限

に
係
る
留
意
事
項
を
参
考
に
、
参
加

者
に
は
2
週
間
前
か
ら
の
健
康
観
察

と
検
温
を
義
務
づ
け
、
併
せ
て
そ
う

い
う
地
域
か
ら
の
参
加
者
す
べ
て
の

方
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
済
で
陰
性
の
た
め

出
走
さ
せ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
1
個
ず

つ
小
分
け
し
て
提
供
し
、
選
手
と
ス

タ
ッ
フ
の
間
に
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

を
設
置
す
る
な
ど
飛
沫
感
染
防
止
を

し
て
い
た
。

8
月
15
日
か
ら
9
月
5
日
ま
で

に
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
利
用

し
た
人
数
と
、
受
入
れ
側
の
旅
館
、
民

宿
で
の
感
染
対
策
は
。

堤
田
教
育
課
長

　

利
用
者
は
3
団
体
の
70
名
。
都
道
府

県
及
び
学
校
長
の
許
可
、
教
育
長
か
ら

の
県
外
遠
征
規
制
が
さ
れ
て
な
い
学

校
、
実
業
団
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
、

自
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
産
業
振
興
課
で
6
月
に
事
業
者
向

け
の
感
染
防
止
対
策
の
説
明
会
を
開
い

た
。

高
い
リ
ス
ク
を
負
っ
て
ま
で
の

大
会
開
催
や
合
宿
を
受
け
入
れ

る
理
由
は
。

中
嶽
村
長

　

日
本
陸
連
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従

い
、
ま
た
熊
本
県
へ
の
確
認
等
を
行
い

開
催
し
て
い
る
。
加
え
て
観
光
業
に
携

わ
れ
て
い
る
方
の
経
営
状
況
が
厳
し

く
、
産
業
を
守
り
生
業
も
喪
失
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
と
の
思
い
か
ら
実
施
し
て

い
る
。

Q.水上村全体の
　 ハラスメント条例制定の考えは
A. 包括的な自治となると
　 調査が必要

問問

問

答

小野　賴年 議員

答

水
上
村
職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
等
に
関
す
る
規
定
は
い
つ
作

成
さ
れ
た
の
か
。

田
代
総
務
課
長

　

令
和
2
年
12
月
1
日
に
施
行
し
て

い
る
。こ

の
規
定
の
中
に
議
員
を
含
む

各
種
団
体
を
加
え
る
事
は
で
き

な
い
の
か
。

田
代
総
務
課
長

　

職
員
を
対
象
に
し
た
規
定
で
あ
る
た

め
、
各
種
団
体
を
含
め
る
こ
と
は
無
理

が
あ
る
と
思
う
。

村
長
が
水
上
村
全
体
の
条
例
案

を
作
る
考
え
は
な
い
の
か
。

中
嶽
村
長

　

水
上
村
全
体
の
ル
ー
ル
を
作
る
こ

と
に
な
り
、
包
括
的
な
自
治
と
な
る

と
憲
法
の
範
囲
な
ど
を
調
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
即
答
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Q.
な
ぜ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
会
開
催
を

A.
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
の
開
催

問問 答答答 問

答
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編
集
後
記

　

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
実

り
の
秋
と
な
っ
た
。
栗
拾
い
、

稲
刈
り
も
済
ん
で
市
房
山
も
紅

葉
の
季
節
と
な
っ
て
く
る
。
今

年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
き

ず
に
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

い
つ
も
の
日
常
が
戻
っ
た
と
き

に
は
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
祭
り
、
イ
ベ

ン
ト
等
み
ん
な
で
大
い
に
楽
し

み
た
い
。

尾
前　

武
志

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　

委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

副
委
員
長　
　

山
崎　

隆
浩

委　
　

員　
　

杉
野　

久
志

尾
前　

武
志

　住民から７月14日提出された「役場職員のハラスメントに関する調査特別委員会設置の請願
書」については、９月定例会本会議において審議され採決の結果、賛成少数により不採択となった。
　審議の中で行われた討論については、以下のとおり。

<反対討論>
尾前　武志議員
　中立な立場の弁護士法人によるアンケー
ト調査、個別相談も行われ、ハラスメン
トの防止策、環境改善に関しても、既に
取り組まれている観点から目的は達成さ
れていると考える。

杉野　久志議員
　弁護士を通して全職員にアンケート調査
を実施している。議会活性化特別委員会
の中で審議していったらいいと思う。

山崎　隆浩議員
　内部調査ではなく、弁護士法人によるア
ンケート調査、個別相談が行われ、集積、
分析も提示されている。ハラスメント防
止の指針を見ると、改善策、対処方法等
も明確に示され、改善もできるところは
速やかに取り組まれ目的は達成している
と考える。また特別職に対する調査に関
しては請願内容の本来の趣旨からは外れ
ていると考える。

<賛成討論>
小野　賴年議員
　議員は執行機関をチェックする役割がある。６月の定
例会で調査特別委員会の設置が否決され、住民の方々
よりかなりのバッシングがあった。弁護士によるアン
ケート調査があったと聞いているが、村長の弁護士と
いうことで我々議員が委員会を立ち上げて、第三者専
門委員や有識者等に調査をしていただき、職員内の膿
を出して新たに執行していただきたいと思う。

米良　哲議員
　全国でもハラスメントの報道がなされている。本村で
も、あるのであれば議会でその内容を調査すべきと考
える。

米本　宗徳議員
　村民の方々から「行政の監視役である議員がなぜ調査
をしないのか」「なぜ調査を拒否するのか」「職務怠慢
ではないか」などの話を聞いている。反対討論でアン
ケートが行われたとあったがその内容はまだ聞いて
いない。議会活性化特別委員会で審議すれば良いと言
う意見もあったが趣旨が全く違うので議論すること
はないと思う。

荒嶽　晋議員
　住民の負託を受けた議員の役割、また議会としての役
割を考えたとき、当然委員会を設置されるものと信
じ、６月定例会で賛成したが否決された。職員に関す
るハラスメントも当然調査すべきだが、ハラスメント
防止対策の措置も考えなければいけない。村長の弁護
士ということで新たに洗い直す必要があると思う。 

「ハラスメントに関する
調査特別委員会設置の請願書」


